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As one of 0ぽ many studies on the industrial utilization of polyph田ptes， this experiment was 
伺汀ied out. Since polyphosphates has been used broadly for the manufacturing of fertiIizers，. f()(蜘，
detergents， dentifrices， indust rial water treatmcnts etc .  as ingredient of them， the measurments on 
the variation of dispersibility for the siIicagel and starch suspension with 田me phosphat田 are
important for studying the cehavior of system containing such substance. The outIine of results 
may be summarized in the foIlowing: 
1 . Effects of 3mrts of polyphosphates such as sO<iium p戸。phosphate， axlium tripolyphospnate， 
and sodium polyph田pate (cr generaIly s吋ium hexameta phosphate) on the about 5 . 0% aqu回国
suspension of sil icagel and starch are studied and the ∞nsiderable incr'白.se of the former disrersion 
are observed， but the latter are only apprcciable. 
2 .  For siIicagel suspcnsion， each curve relating the ratios of Dispersion司uantit i田 added shows 
that the incr，田sing effect with th正当c polyphosphates resembl自 白.ch other， and in paticular sodium 
pyroph田phate shows ∞nsiderable effect. 
3 . Comparing th伎記 dispersibility experimets of silicagel with thoæ of starch， it ap戸ars tl:at 
the result obtain吋 for silicagcl is pr百umably a託ribed to the dispersing effect com加g from the 
adso叩tion of polyphosphates and the starch may be formed ester ∞mpound αused by the chemi回l
ræction of the.se polyphosphate ions with the hydroxyl 伊IUp in tha1. 
1 . 緒 言
浅 岡 等 が従来行 っ て い る 重合燐酸塩 の利用 に 関連 し た 多 く の 研 究 の う ち で 既発表 の も の は若干に
過 ぎ な い 。 1) . 2) . 3) . 4 】 . 5) . 6) . 7) . 本報告 で は 工業用 水処理 と し て の 珪酸塩 の 分散性 の 研究 a 食品化学関係
で の 澱粉 の 分散性 の 研 究 と を かね た 研 究 の 一環 と し て ， 種 々 の燐酸塩 を 添 加 し ， そ の添 加 効果 を 調
べ る た め に 行 っ た も の で あ る 。
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2 .  試料お よ び実験方法
( 1 ) 試 料 シ リ カ ゲ‘ ル は試薬一級 ( 多 国 薬品製， 白 色粒状 品) を粉砕 し ， 120mesh に し て 使
用 し ， 澱粉は馬鈴署澱粉 (保栄薬工製) を使用 。 燐酸塩は ピ ロ 燐酸 ソ ー ダ， ト リ ポ リ 燐酸 ソ ー 夕、，
並びに ポ リ 燐酸 ソ ー ダ (通常ヘ キ サ メ タ 燐酸 ソ ー ダ と 呼ばれ て い る ) を使用 し た も の で ， 何れ も 株
式会社 日 本オ ル ガ / 商会か ら 入手 の も の で あ る 。
(註， 燐酸塩はそれぞれ略 し て Pyro， Tripoly， Hexameta と 記す。)
( D  実験方法 沈降 の 測定は 図ー1 に示す よ う な 装置を 使用 し た O 測定溶液の濃度は比較的測定
図 -1 測 定 装 置 し 易 い条件を撰択 し ， 5 % 懸渇液 と し て イ オ ン 交換純水に
て 行い ， 全 て 室温で懸潟 さ せ た 。
懸濁方法 と し て は ， 燐酸塩の濃度が各 々 10 ，0∞p心m人
5 ，∞Op.p.m. ， 500p.p.m. の溶液を調製 し ， それぞれ試薬瓶
中に 入れ る 。 次に 5 %懸濁液に な る よ う に シ リ カ ゲル (又
は澱粉) を燐酸塩の 調製溶液 中 に 投入す る 。 全部 の 調製が
終了 後， 試薬瓶に桂を し て ， 充分に振畳 (上下， 左右， 約
30回) し ， 直 ち に ガ ラ ス フ ィ ル タ ー 付 円 筒管に移す。 管に
液を満 し た と 同時に ス ト ッ プ ・ ウ ォ ッ チ を作動 し ， 5 分毎
に ホ ー ル ピ ペ ッ ト C10ml) に て 重量既知の ガ ラ ス フ ィ ル タ
ー に分取す る 。 こ の 際 ， ホ ー ル ピ ペ ッ ト の先端は 図 で判 る




い 上 げ て 測定を行 っ た 。
ガ ラ ス フ ィ ル タ ー に と っ た 10ml は 口 過 し ， 乾燥器に て
乾燥す る 。 乾 燥 温 度 は それぞれ シ リ カ ゲ、ル 1200C， 澱粉
900C と し ， 乾燥時 間 は し 、ずれ の 場合 も 30分 と し た 。 乾燥
終 了 後は デ シ ケ ー タ ー 中 に保存 し ， 室温に し た後重量を測
る 。
p.p.m.* : 1mg/1 ， OOOml 
3 実験結果 お よ び考察
( D 実験結果 シ リ カ ゲル 懸濁液 に つい て は 表ー1�3 が， 澱粉懸濁液 に つい て は 表-4�6 の
結果が得 ら れ た 。
A . シ リ カ ゲ、ル懸渇液 の場合






























合して い し て い
(p.p必.) く% (p.p.m.) く予告
。 39 . 0  36 . 6  。 39 . 0  36 . 6  
500 50 . 3 36 . 1 500 51 . 2  43 . 0  
1 . 000 61 .0  47 . 1 1 . 000 57 . 1 47 .7 
5 . 000 56 . 5  49 . 1  5 . 000 49 . 7  41 . 4  
10. 000 63 . 2 55 . 9 10 . 000 51 . 4  38 . 7  
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表 -3 Hexameta 添 加 の 場 合 B . 澱粉懸濁液 の 場合






散}ぷ 力日 d長日三c し て い る 合 じ 合。 (p.p.m .) (%) 
500 49 . 3 I 37 . 0  
o I 1 .  000 46 _ 8  32 _ 7  18 . 9 8 _ 4  
5 ， 000 54 . 3 I 43 . 3 500 15 _ 5  1 1 . 0  
1 0 ， 000 54 . 7  I 47 . 4  1 ， 000 19 . 2  v . 8  
5 ， 000 17 . 4  6 _ 8  
1 0 ， 000 26 . 0  9 . 5  
表 -5 Tripoly 添 加 の 場 合 表-6 Hexameta 添 加 の 場 合







害分1散 添 JEF4EヨJ_ 20分間で 分散主iコ込 30分間 で分散し て い 合 し て い 合 し て し 、 る んヨ し て い る 割合
(p.p.m.) く % C %  Cp.p.m. ) ( % )  C % )  
1 8  9 8 . 4  。 18 . 9  8 . 4  
500 27 . 5 1 1 . 3 500 23 . 9  9 . 8  
1 ， 000 21 . 6  9 . 1  1 ， 000 21 . 6  _ 9 . 8  
5 ， 000 21 . 5  6 . 4  5 ， 000 26 . 9  1 1 目 6
















































































































































































































































図-2 シ り カ ケ、ル懸渇液 (5 . 0%) の分散に対す る 各積燐酸塩の添加l効果




dど 一 一 → ー ーー 一 一 ー一 一 ー 一 一 ー 一 一 ー ー ← 品ι
間
:ン リ 1J'f'i シ聖 J虫 f悶 1て 甘 す る "�力ヨ 埼 咽 塩 ゎ 量 ( p r 月1 )
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っ て行 く 。 こ れは シ リ カ ゲル の ヒ ド ロ ゾ ル の特性 と 考え られ ， 500p心ffi. 以下では電解質 と し て の凝
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4 . 総 括
C i ) シ リ カ ゲル ， 澱粉 の約5 . 0% 懸濁液に お け る 3 種類の重合燐酸塩 の添加効果につい て し らベ ，
シ リ カ ゲ ルでは相 当 に 分散性があ る こ と を 明 き らかに し た が ， 澱粉で は あ ま り 変化が な か っ た 。
C ii ) シ リ カ ゲル の 場合に は ， 分散割合一添加量 の 曲 線は いずれ も添加量 と 共に 分散割合が増加
し ， 特に Pyro の場合に は顕著であ っ た 。
Ciii) シ リ カ ゲ ル と 澱粉に つ い て 比較す る と ， 前者は燐酸塩の 吸着に よ る 分散作用 を示 し ， 後者
は燐酸塩 と エ ス テ ノレ結合に よ る 化学反応が起 る も の と 推定 さ れ る 。
終 り に臨み ， 資料， 試料等の御援助を受け た株式会社 日 本 オ ル ガ ノ 商会に深謝の 意を表す る 。
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